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ト・ブ
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境
大
国
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20
世
紀
型
の
大
量
消
費
文
明
の
象
徴
で
あ

る
米
国
は
、京
都
議
定
書
の
枠
組
み
と
も
一
貫
し

て
距
離
を
置
き
、地
球
規
模
の
環
境
活
動
に
お

け
る
存
在
感
は
決
し
て
大
き
く
な
か
っ
た
。し

か
し
、大
統
領
選
の
オ
バ
マ・マ
ケ
イ
ン
両
候
補

者
と
も「
環
境
」を
前
面
に
掲
げ
、ど
ち
ら
の
候

補
が
当
選
し
て
も
、積
極
的
な
環
境
政
策
、特
に

「
脱
石
油
」へ
の
大
転
換
に
な
る
の
は
間
違
い

な
い
。米
国
の
環
境・エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
、ビ
ジ
ネ

ス
、ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
は
ど
う
変
貌
す
る
の
か
。

環
境・エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
大
転
換

　

今
後
数
年
間
の
う
ち
に
米
国
は
大
き
な
転
換

期
を
迎
え
る
。
イ
ラ
ク
問
題
の
収
束
、
覇
権
国

家
か
ら
の
退
陣
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
変
化
が
予
想

さ
れ
る
が
、
世
界
の
流
れ
を
変
え
る
と
い
う
意

味
で
一
番
大
き
な
「
チ
ェ
ン
ジ
」
を
引
き
起
こ

す
の
は
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　

ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
石
油
消
費
国
が「
脱
石
油
」

を
試
み
る
の
だ
か
ら
、
世
界
に
与
え
る
イ
ン
パ

ク
ト
が
小
さ
い
訳
は
な
い
。
大
げ
さ
で
は
な
く
、

地
球
の
産
業
地
図
を
塗
り
替
え
る
変
革
に
な
る

だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
最
初
の
一
太
刀
を
振

る
う
の
が
11
月
に
選
出
さ
れ
る
第
44
代
大
統
領

で
あ
る
。

　

民
主
党
の
バ
ラ
ク
・
オ
バ
マ
、
共
和
党
の

ジ
ョ
ン
・
マ
ケ
イ
ン
の
う
ち
、
オ
バ
マ
の
ス

タ
ー
性
か
ら
か
、
日
本
で
は
「
次
期
大
統
領
は

オ
バ
マ
」
と
い
う
見
方
が
強
い
。
し
か
し
、
今

年
米
国
を
襲
っ
た
ガ
ソ
リ
ン
高
騰
の
さ
な
か
、

比
較
的
具
体
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
提
示
し

て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
マ
ケ
イ
ン
の
人
気
は

じ
り
じ
り
上
が
っ
て
き
た
。

　

マ
ケ
イ
ン
は
共
和
党
候
補
と
し
て
は
異
色
と

も
言
え
る
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
人
物
だ
。
媚
び
へ

つ
ら
い
で
は
な
い
柔
軟
な
政
策
、
支
持
団
体
さ

え
敵
に
回
す
事
を
厭
わ
な
い
意
思
の
強
さ
。
骨

の
あ
る
人
物
で
あ
る
事
は
誰
も
が
認
め
る
と
こ

ろ
だ
。
テ
レ
ビ
討
論
で
見
せ
る
茶
目
っ
気
や
笑

顔
は
、
従
来
の
共
和
党
候
補
の
頑
迷
で
威
圧
的

（
米
シ
ア
ト
ル=

岩
下
慶
一
、サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ=

形
山
昌
由
、

佐
々
木
順
子
、ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス=

寺
町
幸
枝
）
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ど
ち
ら
が
勝
っ
て
も「
脱
石
油
」
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候補者

な
と
こ
ろ
が
な
い
。

　

今
回
の
レ
ー
ス
の
重
大
な
争
点
の
一
つ
が

「
環
境
」
だ
。
そ
し
て
、
こ
の
大
統
領
選
挙
の

帰
す
う
は
近
い
将
来
、
米
国
だ
け
で
は
な
く
地

球
規
模
の
環
境
対
策
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

す
の
は
間
違
い
な
い
。
メ
デ
ィ
ア
の
世
論
調
査

で
は
９
月
中
旬
現
在
、
ほ
ぼ
イ
ー
ブ
ン
の
結
果

で
、
ど
ち
ら
が
勝
つ
か
は
本
当
に
分
か
ら
な
い

が
、
オ
バ
マ
・
マ
ケ
イ
ン
両
者
の
環
境
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策
の
違
い
を
比
較
し
て
み
よ
う
。

争
点
は「
イ
ラ
ク
」か
ら「
環
境
」へ

　

つ
い
半
年
前
ま
で
大
統
領
選
挙
の
最
大
の
争

点
は
イ
ラ
ク
戦
争
だ
っ
た
。
早
期
撤
退
を
主
張

す
る
オ
バ
マ
・
ヒ
ラ
リ
ー
の
民
主
党
サ
イ
ド
と
、

あ
く
ま
で
完
全
勝
利
を
目
指
す
マ
ケ
イ
ン
の
間

で
論
戦
が
張
ら
れ
て
い
た
が
、
米
国
に
広
ま
っ

た
厭
戦
感
は
民
主
党
へ
の
追
い
風
に
な
っ
て
い

た
。

　

そ
こ
に
降
っ
て
沸
い
た
の
が
エ
ネ
ル
ギ
ー

問
題
。
オ
バ
マ
指
名
が
決
定
し
た
こ
ろ
か
ら
原

油
価
格
高
騰
が
始
ま
り
、
一
時
期
は
バ
レ
ル

１
４
０
㌦
を
突
破
、
10
年
前
に
１
㌎
１
㌦
程
度

だ
っ
た
ガ
ソ
リ
ン
は
今
や
４
倍
以
上
で
あ
る
。

あ
ら
ゆ
る
生
活
必
需
品
が
値
上
が
り
し
、
米
国

民
の
関
心
は
一
気
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
シ

フ
ト
し
て
し
ま
っ
た
。
環
境
政
策
を
含
め
た
エ

ネ
ル
ギ
ー
問
題
が
、
イ
ラ
ク
を
超
え
る
重
要
な

テ
ー
マ
に
な
っ
て
き
た
の
だ
。

　

石
油
エ
ネ
ル
ギ
ー
依
存
体
質
を
変
え
る
べ

き
で
あ
る
と
い
う
認
識
は
今
や
共
和
党
に
ま

で
広
が
っ
て
お
り
、
マ
ケ
イ
ン
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
も
か
な
り
エ
コ
ロ
ジ
ー
志
向
と
な
っ
て

い
る
。

　

脱
石
油
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
Ｃ
Ｏ ₂
を
は
じ
め
と

す
る
排
出
物
の
制
限
、
と
い
う
２
点
に
お
い
て

は
オ
バ
マ
と
マ
ケ
イ
ン
の
主
張
は
ほ
と
ん
ど

同
じ
だ
。
し
か
し
、
細
か
い
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は

か
な
り
異
な
る
。
ま
ず
は
オ
バ
マ
の
政
策
を
見

て
み
よ
う
。

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
推
す
オ
バ
マ

 

オ
バ
マ
は
「
グ
リ
ー
ン
」
は
米
国
人
の
「
モ

ラ
ル
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
だ
と
し
て
、
か
な
り
大

掛
か
り
な
目
標
を
掲
げ
て
い
る
。「
ア
ポ
ロ
計

画
規
模
」
と
自
賛
す
る
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発

に
１
５
０
０
億
㌦
の
投
資
を
行
い
、
石
油
に
依

存
し
な
い
国
家
を
目
指
す
。
設
定
目
標
は
か
な

り
高
い
。

　

２
０
１
８
年
ま
で
に
一
日
３
０
０
万
バレル
の

石
油
消
費
を
削
減
、
２
０
３
０
年
ま
で
に
は
削

減
量
を
１
０
０
０
万
バレル
、
現
在
の
半
分
近
く
に

持
っ
て
い
く
。
問
題
は
削
減
量
を
ど
う
や
っ
て

補
完
す
る
か
だ
が
、
そ
こ
で
推
進
し
よ
う
と
し

て
い
る
の
が
バ
イ
オ
燃
料
だ
。

　

オ
バ
マ
が
特
に
推
し
て
い
る
の
は
、
牧
草
や

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
茎
な
ど
を
使
っ
た
、
食
料
と

競
合
し
な
い
セ
ル
ロ
ー
ス
エ
タ
ノ
ー
ル
。
こ
れ

を
２
０
１
３
年
ま
で
に
20
億
㌎
に
増
産
す
る
と

い
う
。
こ
の
技
術
開
発
の
た
め
に
ベ
ン
チ
ャ
ー

キ
ャ
ピ
タ
ル
フ
ァ
ン
ド
を
創
設
し
、
１
０
０
億

㌦
を
投
入
す
る
。
結
果
と
し
て
、
技
術
開
発
、

雇
用
創
出
の
一
石
二
鳥
が
見
込
め
る
と
い
う
わ

け
だ
。

　

２
０
２
５
年
ま
で
に
風
力
、
地
熱
、
太
陽
光

発
電
の
比
率
を
総
電
力
発
電
の
25
％
ま
で
に

引
き
上
げ
る
。
こ
れ
ら
は
第
三
セ
ク
タ
ー
の
事

業
と
し
、
こ
こ
で
も
雇
用
が
期
待
で
き
る
。
オ

バ
マ
陣
営
が
は
じ
い
た
ソ
ロ
バ
ン
で
は
、
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
に
よ
る
雇
用
創
出
効
果
は

５
０
０
万
㌦
。

　

一
方
で
、
企
業
に
対
す
る
規
制
に
つ
い
て
は

か
な
り
厳
し
い
態
度
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
排

出
権
取
引
を
推
進
す
る
だ
け
で
な
く
、
石
炭
を

は
じ
め
と
す
る 「
ダ
ー
テ
ィ
ー
（
汚
れ
た
）
エ

ネ
ル
ギ
ー
」
に
は
厳
し
い
課
税
を
行
う
。

　

オ
バ
マ
は
ま
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
カ
ー
の
信
奉

者
と
し
て
知
ら
れ
、
と
く
に
家
庭
用
電
源
な
ど

オ
バ
マ・マ
ケ
イ
ン
の

環
境
政
策

オ
バ
マ・マ
ケ
イ
ン
の

環
境
政
策
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